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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フルカラー複写画像の他、少なくとも白黒複写画像を形成できるカラー複写機であり、
　操作者がフルカラー画像形成モードを選択することができる選択手段と、
　フルカラー複写画像の形成動作を実行するためのフルカラー複写画像形成手段と、
　操作者が複写動作開始を指示するためのプリントキーと、
　前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが選択されたことに応答して、操作者に
対して、少なくとも一つの複写禁止事項について該事項は複写禁止されている旨の警告表
示を行う警告手段と、
　該警告手段による警告を操作者が確認したことを操作者が入力するための入力手段と、
　前記入力手段により操作者が前記警告を確認したことを入力したことに応答して、該警
告にも拘らずフルカラー画像形成モードが選択されたことを操作者以外の第３者に報知す
る報知手段とを備えており、
　前記フルカラー複写画像形成手段は、前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが
選択され、前記警告手段による警告を操作者が確認したことが前記入力手段により入力さ
れ、前記プリントキーにより複写動作開始が指示されることでフルカラー複写画像の形成
動作を実行できることを特徴とするカラー複写機。
【請求項２】
さらに、前記入力手段により操作者が前記警告を確認したことを入力したことに応答して
前記フルカラー複写画像形成手段によるフルカラー複写画像の形成動作を許可する制御手
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段を備えている請求項１記載のカラー複写機。
【請求項３】
前記報知手段は、前記フルカラー画像形成モードと異なるモードの選択に応答して行う報
知の態様と異なる態様で、前記警告にも拘らずフルカラー画像形成モードが選択されたこ
とを操作者以外の第３者に報知する請求項１又は２記載のカラー複写機。
【請求項４】
前記報知手段は、外部装置の表示手段にフルカラー画像形成モードが選択された旨の表示
を行わせる請求項１、２又は３に記載のカラー複写機。
【請求項５】
フルカラー複写画像の他、少なくとも白黒複写画像を形成できるカラー複写機であり、
　操作者がフルカラー画像形成モードを選択することができる選択手段と、
　フルカラー複写画像の形成動作を実行するためのフルカラー複写画像形成手段と、
　操作者が複写動作開始を指示するためのプリントキーと、
　前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが選択されたことに応答して、操作者に
対して、少なくとも一つの複写禁止事項について該事項は複写禁止されている旨の警告表
示を行う警告手段と、
　該警告手段による警告を操作者が確認したことを操作者が入力するための入力手段と、
　操作者以外の第３者に対する報知手段とを備えており、
　前記フルカラー複写画像形成手段は、前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが
選択され、前記警告手段による警告を操作者が確認したことが前記入力手段により入力さ
れ、前記プリントキーにより複写動作開始が指示されることでフルカラー複写画像の形成
動作を実行でき、
　前記第３者に対する報知手段は、前記フルカラー複写画像形成手段によるフルカラー複
写画像の形成動作に応答して、前記警告にも拘らずフルカラー画像形成モードで複写動作
中であることを操作者以外の第３者に報知することを特徴とするカラー複写機。
【請求項６】
前記報知手段は、外部装置の表示手段にフルカラー画像形成モードで複写動作中である旨
の表示を行わせる請求項５記載のカラー複写機。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はカラー複写機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
複写機は、今日、広範囲にわたって使用されている。
各種会社、事務所は勿論のこと、いわゆるコンビニエンスストアや書店、コピーサービス
等、広く一般に使用できるようになっている。
さらに、このように一般に使用できる状況下にある複写機として、フルカラー複写画像形
成機能を備えたカラー複写機も使用されるようになってきている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、このように広く一般にフルカラー複写画像形成機能を備えたカラー複写機が利用
できるようになるに従って、カラー複写機の操作に不慣れなユーザが増加してきている。
カラー複写機は、通常の白黒複写機に比較してカラーバランスの調整等熟練を要する機能
の設定も多く、このような機能の設定操作に時間がかかり、カラー複写を行うのに多くの
時間を要してしまうという問題がある。特に前記のようなカラー複写機の操作に不慣れな
ユーザにとっては、カラー複写を行うのに多大な時間を要するばかりでなく、誤操作によ
るミスコピーも多く発生し、場合によっては何回コピーをとっても所望のコピーが得られ
ない場合もある。このような場合には、複写機を管理する管理者等の複写操作に精通した
熟練者の手助けが必要で、この熟練者の指導によりユーザが行うカラー複写の操作時間を



(3) JP 4412622 B2 2010.2.10

10

20

30

40

50

短縮できるとともに、誤操作によるミスコピーの数も減らすことができる。
【０００４】
また、別の問題として、広く一般にカラー複写機が利用できるようになるに従って、色々
な原稿が手軽にカラー複写されるようになってきている。こうした状況下で、紙幣や有価
証券、はがきや切手、カラー著作物等複写の禁止されている原稿が、誤ってカラー複写さ
れてしまうという問題がある。特に、著作物等はカラー複写禁止物であるというユーザの
認識が低く、誤ってカラー複写されてしまう可能性がある。このような場合に、管理者等
によってユーザの複写原稿を確認したり、カラー複写禁止原稿を複写しないように指導す
ることが望ましい。
【０００５】
そこで本発明は、フルカラー複写画像形成機能を備えたカラー複写機であって、複写機操
作者がフルカラー画像形成モードによる複写を行うときに、複写操作援助や禁止コピーの
監視等のために、その旨を複写機管理責任者等の第３者に報知できるカラー複写機を提供
することを課題とする。
また本発明は、フルカラー複写画像形成機能を備えたカラー複写機であって、複写機操作
者がフルカラー画像形成モードによる複写を行うときに、複写が禁止されている事項等に
ついて、予め操作者に所定の警告を行い、操作者がこれを確認しないと複写を実行できず
、また、フルカラー画像形成モードで複写が行われる場合には、複写操作援助や禁止コピ
ーの監視等のために、その旨を第３者に報知できるカラー複写機を提供することを課題と
する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は前記課題を解決するため、
　フルカラー複写画像の他、少なくとも白黒複写画像を形成できるカラー複写機であり、
　操作者がフルカラー画像形成モードを選択することができる選択手段と、
　フルカラー複写画像の形成動作を実行するためのフルカラー複写画像形成手段と、
　操作者が複写動作開始を指示するためのプリントキーと、
　前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが選択されたことに応答して、操作者に
対して、少なくとも一つの複写禁止事項について該事項は複写禁止されている旨の警告表
示を行う警告手段と、
　該警告手段による警告を操作者が確認したことを操作者が入力するための入力手段と、
　前記入力手段により操作者が前記警告を確認したことを入力したことに応答して、該警
告にも拘らずフルカラー画像形成モードが選択されたことを操作者以外の第３者に報知す
る報知手段とを備えており、
　前記フルカラー複写画像形成手段は、前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが
選択され、前記警告手段による警告を操作者が確認したことが前記入力手段により入力さ
れ、前記プリントキーにより複写動作開始が指示されることでフルカラー複写画像の形成
動作を実行できるカラー複写機（第１のカラー複写機）を提供する。
　また本発明は、前記課題を解決するため、
　フルカラー複写画像の他、少なくとも白黒複写画像を形成できるカラー複写機であり、
　操作者がフルカラー画像形成モードを選択することができる選択手段と、
　フルカラー複写画像の形成動作を実行するためのフルカラー複写画像形成手段と、
　操作者が複写動作開始を指示するためのプリントキーと、
　前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが選択されたことに応答して、操作者に
対して、少なくとも一つの複写禁止事項について該事項は複写禁止されている旨の警告表
示を行う警告手段と、
　該警告手段による警告を操作者が確認したことを操作者が入力するための入力手段と、
　操作者以外の第３者に対する報知手段とを備えており、
　前記フルカラー複写画像形成手段は、前記選択手段によりフルカラー画像形成モードが
選択され、前記警告手段による警告を操作者が確認したことが前記入力手段により入力さ
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れ、前記プリントキーにより複写動作開始が指示されることでフルカラー複写画像の形成
動作を実行でき、
　前記第３者に対する報知手段は、前記フルカラー複写画像形成手段によるフルカラー複
写画像の形成動作に応答して、前記警告にも拘らずフルカラー画像形成モードで複写動作
中であることを操作者以外の第３者に報知するカラー複写機（第２のカラー複写機）を提
供する。
【０００７】
　かかるカラー複写機は、フルカラー複写画像形成又は白黒複写画像形成が行えるものの
他、フルカラー複写画像形成、白黒複写画像形成又は単色カラー複写画像形成を行えるも
のなどを挙げることができる。
　前記第１、第２のカラー複写機における前記報知手段としては、カラー複写機に備えら
れたブザー、メロディ音等を発する音響発生器、ライト（点滅ライト、特定の色のライト
等）、ディスプレイなどや、複写機本体に有線又は無線で接続されて複写機本体以外の場
所に設置されたブザー、メロディ音等を発する音響発生器、ライト（点滅ライト、特定の
色のライト等）、ディスプレイ（ＬＥＤ、ＬＣＤなどの単体パネル、ＣＲＴなど）など、
或いは、ディスプレイを備えたコンピュータなどを例示できる。
【０００８】
　前記第１、第２のカラー複写機では、操作者によってフルカラー画像形成モードの選択
手段によりフルカラー画像形成モードが選択され、該選択に基づいて前記警告手段による
前記警告がなされ、さらに該第１カラー複写機では、該警告の操作者による確認が前記入
力手段による入力によりなされると、また、該第２のカラー複写機では、前記フルカラー
複写画像形成手段によるフルカラー複写画像形成動作があると、前記報知手段により、操
作者以外の第３者は、そのことを確認でき、それにより操作者に複写機操作について援助
を与えることができ、また、紙幣の複写等の禁止コピーの監視を行える。
【０００９】
　なお、報知手段としてディスプレイを採用するとき、報知内容として、現在フルカラー
モードでコピー動作中である旨の表示等が考えられ、また、複写原稿が紙幣か否かを判別
する手段を設けておいて、複写原稿が紙幣であるときは、紙幣がコピーされている旨の表
示等を行うことが考えられる。
　また、前記第１のカラー複写機の場合、さらに、前記入力手段により操作者が前記警告
を確認したことを入力したことに応答してフルカラー複写画像の形成動作を許可する制御
手段を備えることもできる。
【００１０】
　前記警告としては、「紙幣の複写は禁じられています。」旨、「有価証券の複写は禁じ
られています。」旨、「他人の著作物の無断複製は禁じられています。」旨等の警告を例
示できる。
　この複写機によると、前記選択手段においてカラー画像形成モードが選択されると、警
告手段により操作者に対し前記警告がなされ、操作者がその警告表示を確認したことを前
記入力手段で入力しないと、複写を行えない。操作者が該警告を確認入力すると、次の操
作へ進むことができ、複写が可能となる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
図１は、本発明に係るデジタルカラー複写機の１例の全体構成を示している。このデジタ
ルカラー複写機は、画像原稿を読み取る画像読取部１００と、画像読取部１００で読み取
った画像データを再現する複写部２００とに大きく分けられる。
【００１２】
画像読取部１００において、スキャナ１０は、原稿を照明する露光ランプ１２、原稿から
の反射光を集光するロッドレンズアレー１３、及び集光された光を電気信号に変換する密
着型のＣＣＤカラーイメージセンサ１４を備えている。スキャナ１０は、原稿画像の読み
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取り時には、スキャンモータ１１により駆動されて、矢印の方向（副走査方向）に移動し
、原稿台１５上に載置された原稿を走査する。イメージセンサ１４は、原稿面からの反射
光をＲ、Ｇ、Ｂの３色の多値電気信号に変換する。Ｒ、Ｇ、Ｂの３色の多値電気信号は、
画像信号処理部２０において８ビット階調データに変換された後、同期用バッファメモリ
３０に記憶される。
【００１３】
複写部２００において、プリンタヘッド部３１は、入力される階調データに対してＤ／Ａ
変換を行いレーザダイオード駆動信号を生成し、この駆動信号により半導体レーザを発光
させる。半導体レーザが発生するレーザビームは、反射鏡３７を介して、回転駆動される
感光体ドラム４１を露光する。感光体ドラム４１は、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イ
エロー（Ｙ）及びブラック（ＢＫ）の各トナー像形成ごとに、露光を受ける前にイレーサ
ランプ４２で照射され、帯電チャージャ４３により一様に帯電している。この状態で露光
を受けると、感光体ドラム４１上に原稿の静電潜像が形成される。シアン（Ｃ）、マゼン
タ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）及びブラック（ＢＫ）のトナー現像器４５ａ～４５ｄのうちの
何れか１つだけが選択され、感光体ドラム４１上の静電潜像を現像する。複写紙は、所望
のサイズに応じて、三つの用紙カセット５０のいずれかから供給され、転写ドラム５１上
のチャッキング機構５２によりその先端がチャッキングされ、転写時に位置ずれが生じな
いようにドラム５１上に保持される。現像されたトナー像は、転写チャージャ４６により
転写ドラム５１上に巻き付けられた複写紙に転写される。
【００１４】
上記印字過程は、フルカラー画像形成モードでは、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエ
ロー（Ｙ）及びブラック（ＢＫ）の４色について順次繰り返し行われる。このとき、感光
体ドラム４１と、転写ドラム５１の動作に同期してスキャナ１０は、スキャン動作を繰り
返す。その後、複写紙は、分離爪４７を作動させることで転写ドラム５１から分離され、
定着装置４８を通ってトナー像が定着され、排紙トレイ４９に排出される。
【００１５】
なお、このカラー複写機では、ブラック（ＢＫ）のトナー現像器４５ｄを用いて白黒コピ
ーを行ったり、所望の単色カラーに対応するトナー現像器を用いて単色カラーコピーも行
える。
図２は、複写機の操作パネル１６の平面図である。複写枚数は、テンキー１６１により設
定される。表示部１６２は、ユーザ（複写機操作者）により設定された複写モードや、複
写枚数等を表示する。プリントキー１６３は複写動作開始を指示するときに用いるキーで
ある。
【００１６】
表示部１６２は、タッチパネル型液晶ディスプレイであり、そのディスプレイ上に表示さ
れる各種設定、選択ボタンを押したり、また、テンキー１６１で設定値等を入力して、複
写モード等を設定、入力できる。
図３は、デジタルカラー複写機の画像信号処理部２０等の電気回路のブロック図である。
ＣＣＤカラーイメージセンサ１４で読み取られた原稿のＲＧＢ画像データは、画像信号処
理部２０内の前処理部１４１においてＡ／Ｄ変換とシェーディング補正が施された後、γ
補正部１４２において、所定の階調補正が施される。階調補正が施されたデータは、メモ
リ制御部１４３を介して、画像メモリ１４４に一旦格納される。画像メモリ１４４内には
、原稿に対してｘ座標（主走査方向）、ｙ座標（副走査方向）の２次元のアドレスが設定
されており、ＲＧＢ画像データと共に、８ビットの属性データを各画素毎に記憶する。
【００１７】
画像データは、作像部の各色の作動タイミングに合わせて色変換部１４５に読み出される
。色変換部１４５では、画像メモリ１４４より読み出されたＲＧＢ画像データを、シアン
（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（ＢＫ）の何れか１つの８ビット階
調データに変換して出力する。色変換処理の施されたデータは、Ｄ／Ａ変換部１４６にお
いて、アナログ信号に変換される。プリントヘッド部３１内のレーザ制御部１５０は、Ｄ
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／Ａ変換部１４６より出力されるアナログ信号に基づいて、レーザ駆動信号を発生し、半
導体レーザ１５１を発光させる。
【００１８】
ユーザにより操作パネル１６を介して設定された各種の複写条件についての情報は、制御
メモリ１４９に格納される。中央演算処理装置１６０（ＣＰＵ１６０）は、制御メモリ１
４９に格納されている情報を読み取り、読み取ったデータに基づいて、読取信号処理部２
０及びプリントヘッド部３１のシーケンス制御を行う。また、複写実行時の他の入出力制
御や図示しない他の中央演算処理装置（ＣＰＵ）との通信制御は、入出力制御用のＩＣ１
４８を介して実行する。前記の操作パネル１６はこのＣＰＵ１６０に接続されている。入
出力制御用ＩＣ１４８には、ここではブザーＢＺ及びＰＣ（パーソナルコンピュータ）６
０に接続されている。ブザーＢＺは、操作パネル１６上のキー（テンキー、プリントキー
、タッチパネルの表示キー）の操作時に後述する特別の場合を除いて１回、受付ブザー音
を鳴らす。
【００１９】
ＰＣ６０は、ＣＲＴ（ディスプレイ）６１を備えており、複写機本体以外の場所に設置さ
れ、後述する特定の場合に複写機本体から信号を受け、後述する所定のメッセージを表示
する。
なお、ＣＰＵ１６０は、複写機全体の動作の制御も行うものである。
以上説明したデジタルフルカラー複写機では、フルカラーコピー、単色カラーコピー（ブ
ラック以外で、１色のコピー）、白黒コピー（ブラック）の画像形成モードを選択できる
ようになっている。また、数々のクリエイト機能を有する。よって、それぞれのモードで
コピー出力結果、用途等が異なる。従って、これらの設定モードによってユーザに知らせ
るべき事項、注意事項等が異なってくる。あるモードにおいては必ず知らせる必要がある
が、他のモードでは、知らせる必要がないといった事項もある。この複写機では、このよ
うな場合に、設定されたモードにおいて知らせる必要がある事項については、操作パネル
等で必ず一度その旨を伝える表示を行い、その次の操作段階へは、必ずその表示に対し複
写機本体にアクション（本例では確認処理）を起こさないと進めないようにし、知らせる
必要がない事項については、それらの表示等を行わないようにし、操作手順を増やさない
ようにしている。これによって、知らせる必要がない情報は流さないが、必要な情報につ
いては、必ずユーザに伝えることができるようにしている。
【００２０】
また、通常は、操作パネル上等での一度のキー操作につき一度、ブザー音を鳴らすが、ユ
ーザが複写機に対し確認すべき事項の表示があり、それをユーザが確認する操作を行うと
きは、ブザー音を複数回鳴らすようにし、それにより第３者（ここでは複写機管理者等）
にそのことを報知できるようにしている。
また、ＣＲＴ６１は、通常何も表示されていないが、複写機がフルカラー複写画像形成動
作に入ると、その旨を画面に表示できるようにし、それにより第３者にそのことを報知で
きるようにしている。
【００２１】
これらの点について、もう少し詳しく説明する。
単色カラーコピーや白黒コピーに関しては、当然原稿に対して出力色が異なるので、もし
、紙幣、有価証券等をそのコピモードで複写したとしても、その複写物は本物と容易に見
分けがつく。しかし、フルカラー画像形成モードでの複写に関しては、原稿に対して色を
忠実に再現するよう構成されているので、紙幣、有価証券等が複写された場合、その複写
物は一見では本物と見分けがつかない場合がでてくる可能性がある。しかし、当然その行
為は違法行為である。よって、フルカラー画像形成モードでの複写の場合、必ず一度、そ
の旨をユーザーに伝え、確認させる。その旨の伝達は、操作パネル１６の表示部１６２に
その内容を表示することで行う。
【００２２】
まず、フルカラー・単色カラー・白黒コピーそれぞれの表示部１６２での画面の遷移の違
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いを図５を参照して説明する。
まず、カラー複写機の電源をオンすると、図５中に示す画面▲１▼が表示される。この画
面には、フルカラーコピー（フルカラー画像形成モード）を選択するキーＦＣ、単色カラ
ーコピー（単色カラー画像形成モード）を選択するキーＭＣ及び白黒コピー（白黒画像形
成モード）を選択するキーＢＷが表示される。
【００２３】
ここでキーＦＣを操作すると、フルカラー画像形成モードが選択され、図５中の画面▲２
▼が警告表示され、実質上複写禁止状態となる。画面▲２▼には、「お札はコピー厳禁」
等の表示がなされ、紙幣等の複写は違法行為であり、禁じられている旨をユーザに強く知
らせる。画面▲２▼には、以上のことをユーザが確認するための確認キーＣＫが表示され
る。確認キーＣＫを操作することでフルカラー画像形成モードを最終的に選択すると、ブ
ザーＢＺにおいてブザー音が予め定めた複数回鳴り、第３者にフルカラー画像形成モード
が選択されたことを知らせる。また、確認キーＣＫを操作すると、カラー画像形成モード
において次の操作を行うための画面▲３▼が表示される。確認キーＣＫを押さないと、画
面▲３▼は表示されず、複写はできない。
【００２４】
このように確認キーＣＫを操作すると、ブザーＢＺにおいてブザー音が予め定めた複数回
鳴るが、これにより、管理者は紙幣複写等の違法行為の監視を開始できるとともに、単色
カラーコピーや白黒コピーでの複写操作に比べて複雑なフルカラー画像形成モードでの複
写操作について、必要に応じ、ユーザを援助できる。
【００２５】
前記画面▲１▼においてキーＭＣを操作すると、単色カラー画像形成モードが選択され、
直ちに、そのモードにおいて次の操作をするための画面▲４▼が表示される。画面▲１▼
においてキーＢＷを操作すると、白黒カラー画像形成モードが選択され、直ちに、そのモ
ードにおいて次の操作をするための画面▲５▼が表示される。
このような操作手順及び画面遷移とすることにより、画面▲２▼の表示が必要でない場合
はそれを表示せず、画面▲２▼の表示が必要な場合には、これを表示して必ずユーザーに
その情報を伝えることができる。
【００２６】
なお、既述のように、フルカラー複写画像形成動作にはいると、その旨を第３者に報知す
る。その旨の報知は、複写機本体以外の場所に設置されたコンピュータＰＣ６０のディス
プレイＣＲＴ６１にメッセージを表示させることで行う。
次に、各画像形成モードの操作手順を図４及び図６から図１２を参照して説明する。図４
は、図３に示す電気回路中のＣＰＵ１６０の動作を示すフローチャートであり、図６から
図９は各画像形成モードにおける操作パネル表示部１６２上の画面の遷移の例を示す図で
ある。また、図１０は、図４に示すフローチャート中のステップＳ１０の複写動作処理を
示すフローチャートであり、図１１及び図１２は、図３に示すディスプレイＣＲＴ６１上
の画面表示の例を示す図である。
【００２７】
ＣＰＵ１６０は、図４のフローチャートに示すように、プログラムがスタートすると、初
期設定を行い、図５中の画像形成モード選択画面▲１▼（図６～図９における画面▲１▼
も同画面）の表示を行う（ステップＳｏ、Ｓ１）。ここでユーザがフルカラー画像形成モ
ードを選択すると、図５中の画面▲２▼（図６、図７における画面▲２▼も同画面）を表
示し、この画面▲２▼に表示されている確認キーＣＫをユーザが押さないと、次のステッ
プへ進まない（ステップＳ３、Ｓ4 ）。
【００２８】
図５の画面▲２▼においてユーザが確認キーＣＫを押すと、ブザーＢＺを予め定めた複数
回数鳴らし、フルカラー画像形成モードが選択されたことを第３者に報知し、図５の画面
▲３▼（図６、図７における画面▲３▼も同画面）を表示する（ステップＳ５、Ｓ６）。
ブザーＢＺが予め定めた複数回鳴ることで、第３者である管理者は、フルカラー画像形成
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モードが選択されたことを認識することができ、紙幣複写等の違法行為の監視を開始でき
るとともに、複写機ユーザにフルカラー複写操作を援助できる。
【００２９】
次にステップＳ７においてフルカラー画像形成モードにおけるコピーモード（コピー条件
）を設定する。このコピー条件の設定は、
・図５中の画面▲３▼におけるユーザによる標準モード（色の付いた一般的な原稿に基づ
く複写で、特に原稿の種類を限定しない複写モード）又は写真モード（原稿を写真原稿に
限定し、画像信号処理部２０で写真原稿コピー処理を行い、また、原稿サイズと出力サイ
ズから見栄えのよいコピー出力を得るモード）の選択、
・標準モードを選択したときは、その次に現れる図６中の画面▲４▼における複写用紙サ
イズの選択、及びその次に現れる図６中の画面▲５▼における複写倍率の設定に基づいて
行い、
・また、図５中の画面▲３▼においてユーザが写真モードを選択したときは、その次に現
れる図７中の画面▲４▼における写真の大きさの設定、その次に現れる図７中の画面▲５
▼における複写用紙サイズの選択、その次に現れる図７中の画面▲６▼におけるコピーの
仕上がり状態の設定、及びその次に現れる図７中の画面▲７▼における写真の収め方の設
定に基づいて行われる。
【００３０】
このようにしてフルカラー画像形成モードにおけるコピーモード（コピー条件）を設定す
ると、図６中の画面▲６▼又は図７中の画面▲８▼によりモード設定完了表示を行い（ス
テップＳ８）、プリントキー１６３の操作を待って複写動作（換言すれば、複写画像形成
動作）を行う（ステップＳ９、Ｓ１０）。
また、図５中の画像形成モード選択画面▲１▼においてユーザが単色カラー画像形成モー
ドを選択すると、図５中の画面▲４▼（図８中の画面▲２▼も同画面）を表示する（ステ
ップＳ２、Ｓ１１、Ｓ１２）。
【００３１】
次にステップＳ１３において単色カラー画像形成モードにおけるコピーモード（コピー条
件）を設定する。このコピー条件の設定は、
・図５中の画面▲４▼（図８中の画面▲２▼）におけるユーザによるカラー設定、
・その次に現れる図８中の画面▲３▼における複写用紙サイズの設定、
・その次に現れる図８中の画面▲４▼における複写倍率の設定に基づいて行う。
【００３２】
このようにして単色カラー画像形成モードにおけるコピーモード（コピー条件）を設定す
ると、図８中の画面▲５▼によりモード設定完了表示を行い（ステップＳ８）、プリント
キー１６３の操作を待って複写動作を行う（ステップＳ９、Ｓ１０）。
また、図５中の画像形成モード選択画面▲１▼においてユーザが白黒カラー画像形成モー
ドを選択すると、図５中の画面▲５▼（図９中の画面▲２▼も同画面）を表示する（ステ
ップＳ２、Ｓ１１、Ｓ１４）。
【００３３】
次にステップＳ１５において白黒カラー画像形成モードにおけるコピーモード（コピー条
件）を設定する。このコピー条件の設定は、図５中の画面▲５▼（図９中の画面▲２▼）
におけるユーザによる複写用紙サイズの設定に基づいて行う。
このようにして白黒カラー画像形成モードにおけるコピーモード（コピー条件）を設定す
ると、図９中の画面▲３▼によりモード設定完了表示を行い（ステップＳ８）、プリント
キー１６３の操作を待って複写動作を行う（ステップＳ９、Ｓ１０）。なお、白黒画像形
成モードでは複写倍率は当初自動的に等倍に設定されるが、倍率を変更したいときは、図
９中の画面▲３▼においてキーＫＸを押すことで、倍率設定画面に遷移する（図６中の▲
５▼と同様の画面に遷移）。このキーＫＸのように、設定途中の画面上部に設定内容と共
に表示するキーについては、そのキーを押下することにより、その設定モード画面に戻る
ことができ、設定内容を変更することができる。
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【００３４】
このように、フルカラー画像形成モード選択時は、必ず図５中の画面▲２▼で警告表示を
行い、これをユーザが確認しない限り次のステップに進めないが、他の画像形成モードで
はかかる警告表示を省略し、余分な情報を流さない。
次に、複写動作（複写画像形成動作）（図４中のステップＳ１０）について図１０を参照
して説明する。
【００３５】
複写動作処理では、図１０のフローチャートに示すように、まず、フルカラー画像形成モ
ードか否かを判断する（ステップＳ１０１）。フルカラー画像形成モードであれば、換言
すれば、フルカラー複写画像形成動作であれば、フルカラー画像コピースタート信号を図
３中の入出力制御用ＩＣ１４８よりコンピュータＰＣ６０に送出させ、図１１に示す「現
在フルカラーモードでコピー動作中です。」というメッセージをＣＲＴ６１に表示させ（
ステップＳ１０２）、フルカラー画像形成モードでコピー動作中であることを第３者（管
理者）に報知し、フルカラー画像コピー動作を行う（ステップＳ１０３）。次に、原稿画
像が紙幣であるか否かを判別する（ステップＳ１０４）。紙幣であると認識した場合、紙
幣認識信号を図３中の入出力制御用ＩＣ１４８よりＰＣ６０に送出させ、図１２に示すよ
うに、「現在行われているコピーで紙幣を確認しました。現在違法コピーが行われている
可能性があります。恐れ入りますがご確認ください。」という違法コピーが行われている
可能性があることを示す画面をＣＲＴ６１に表示させる（ステップＳ１０５）。これによ
り、第３者は、禁じられた複写行為が行われていないかを監視、確認できる。なお、紙幣
認識や判別については、例えば複写のために読み取った画像のデータをサンプリングして
記憶しておき、あらかじめ記憶されている紙幣の特徴パターンとの比較により紙幣か否か
を判断する等のそれ自体既に知られている手段、手法を採用するので、ここでは詳しい説
明を省略する。ステップＳ１０４で紙幣であることを認識しなかった場合は直ちにステッ
プＳ１０６へ移行する。ステップＳ１０６では、引き続いて次のフルカラー画像コピー動
作を行うかどうかの判断をする。引き続き次のコピー動作を行うならば、ステップＳ１０
３に戻り再び同様の処理を繰り返し、コピー動作が終了であるときは、ステップＳ１０７
でフルカラー画像コピー終了信号を図３中の制御用ＩＣ１４８よりＰＣ６０に送出させ、
ＣＲＴ６１の画面に「フルカラーモードでのコピーが終了しました。」というメッセージ
を表示させ、その旨を第３者に報知し、メインルーチンへリターンする。
【００３６】
一方、ステップＳ１０１でフルカラー画像形成モードでなければ、単色カラー画像コピー
又は白黒画像コピー動作を行い（ステップＳ１０８）、未だ引き続いて次の単色カラー画
像コピー又は白黒画像コピー動作を行うならばステップＳ１０８を繰り返し、単色カラー
画像コピー又は白黒画像コピー動作が終了であるときは、図４に示すメインルーチンへリ
ターンする（ステップＳ１０９）。
【００３７】
なお、ここでは、フルカラー画像形成モードによる画像複写であることを第３者に報知す
る手段として、フルカラー画像形成モードが選択されたときはブザーＢＺを、フルカラー
画像コピー中のときはＣＲＴ（ディスプレイ）６１を備えたＰＣ（パーソナルコンピュー
タ）６０を採用したが、それには限定されず、いずれの場合も、複写機本体に備えられた
ブザー、ライト（点滅ライト、特定の色のライト等）、ディスプレイなどや、複写機本体
に接続されて複写機本体以外の場所に設置されたブザー、ライト（点滅ライト、特定の色
のライト等）、ディスプレイ（ＬＥＤ、ＬＣＤなどの単体パネル、ＣＲＴなど）、メロデ
ィー音等を発生する音響発生器、或いはディスプレイを備えたコンピュータなどを採用し
てもよく、また、いずれの場合も、これらのものを２つ以上組み合わせて採用することも
できる。
【００３８】
また、ここでは、フルカラー複写画像形成動作中に図１１及び図１２に示すようなメッセ
ージをＣＲＴ６１に表示させ、第３者にその旨を報知したが、フルカラー画像形成モード
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が選択され、図５中の画面▲２▼（図６、図７における画面▲２▼も同画面）が表示され
、この画面▲２▼に表示されている確認キーＣＫをユーザが押したときに、例えば、「フ
ルカラーモードが選択されました。」というようなメッセージをＣＲＴ６１に表示させ、
第３者にその旨を報知するようにしてもよい。
【００３９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によると、フルカラー複写画像形成機能を備えたカラー複写
機であって、複写機操作者がフルカラー画像形成モードによる複写を行うときに、複写操
作援助や禁止コピーの監視等のために、その旨を複写機管理責任者等の第３者に報知でき
るカラー複写機を提供することができる。
【００４０】
また本発明によると、フルカラー複写画像形成機能を備えたカラー複写機であって、複写
機操作者がフルカラー画像形成モードによる複写を行うときに、複写が禁止されている事
項等について、予め操作者に所定の警告を行い、操作者がこれを確認しないと複写を実行
できず、また、フルカラー画像形成モードで複写が行われる場合には、複写操作援助や禁
止コピーの監視等のために、その旨を第３者に報知できるカラー複写機を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るデジタルカラー複写機の概略構成を示す図である。
【図２】図１に示す複写機における操作パネルの平面図である。
【図３】複写機の電気回路のブロック図である。
【図４】図３に示す電気回路中のＣＰＵ１６０の動作を示すフローチャートである。
【図５】フルカラー・単色カラー・白黒コピーそれぞれの操作パネル表示部上での画面の
遷移の違いを示す図である。
【図６】標準フルカラー画像形成モードにおける操作パネル表示部上の画面の遷移を示す
図である。
【図７】写真フルカラー画像形成モードにおける操作パネル表示部上の画面の遷移を示す
図である。
【図８】単色カラー画像形成モードにおける操作パネル表示部上の画面の遷移を示す図で
ある。
【図９】白黒画像形成モードにおける操作パネル表示部上の画面の遷移を示す図である。
【図１０】図４に示すフローチャート中のステップＳ１０の複写動作処理を示すフローチ
ャートである。
【図１１】フルカラー画像コピー中におけるＣＲＴ画面表示の１例を示す図である。
【図１２】紙幣認識時におけるＣＲＴ画面表示の１例を示す図である。
【符号の説明】
１００　画像読取部
１０　スキャナ
１４　イメージセンサ
２００　複写部
３１　プリントヘッド部
４１　感光体ドラム
４２　イレーサ
４３　帯電チャージャ
４５ａ　シアン現像器
４５ｂ　マゼンタ現像器
４５ｃ　イエロー現像器
４５ｄ　ブラック現像器
４６　転写チャージャ
４７　分離爪
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５１　転写ドラム
５２　チャッキング機構
６０　ＰＣ（パーソナルコンピュータ）
６１　ＣＲＴ（ディスプレイ）
２０　画像信号処理部
１６０　中央演算処理装置（ＣＰＵ）
３０　バッファメモリ
１４８　入出力制御部
１６　操作パネル
１６１　テンキー
１６２　表示部
１６３　プリントキー
ＦＣ　フルカラー画像形成モード選択キー
ＭＣ　モノカラー画像形成モード選択キー
ＢＷ　白黒画像形成モード選択キー
ＣＫ　確認キー
ＢＺ　ブザー
６０　コンピュータ（ＰＣ）
６１　ディスプレイ（ＣＲＴ）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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